
 

 

 

 

１ 令和７年度冬期道路交通確保計画 

 

（基本方針） 

  



令和７年度冬期道路交通確保計画について 

 

１ 基本方針 

本県は我が国屈指の豪雪県であり、30 市町村全てが豪雪地帯対策特別措置法に基づく豪

雪地帯に、さらにそのうち 18市町村が特別豪雪地帯に指定されており、冬期積雪期におけ

る道路交通確保は県民の日常生活や社会活動を維持するため、きわめて重要な施策である。 

令和７年度冬期道路交通確保計画は、機械除雪を主体に消雪パイプ、流雪溝等の消融雪施

設を併用し、道路管理者相互の緊密な連携のもとで効率の高い除雪を目標とする。 

 

２ 冬期車道確保計画 

 （１）平常時の確保 

ア）除雪区分 

区分
日交通量の

標準(台／日)
除　　　雪　　　目　　　標

第１種 1,000台／日以上
・２車線以上の幅員確保を原則とし、異常降雪時以外は常時交通を確保する。

・異常降雪時においては降雪後約５日以内に２車線確保を図る

第２種 500～1,000台／日以上
・２車線幅員確保を原則とするが、状況によって１車線幅員で待避所を設ける。

・異常降雪時には約10日以内に２車線又は１車線の確保を図る。

第３種 500台／日未満
１車線幅員で必要な待避所を設けることを原則とする。

・状況によっては一時交通不能になってもやむを得ない。

イ）重要区間への対処（終日確保路線） 

高速道路の整備、産業活動の拡大及び生活様式の多様化から夜間における交通量も増

加している。冬期間においてもこれらに対応するため、特に高速道路と直轄国道、及び救

急指定病院や鉄道駅・バスターミナル等、地域住民の日常生活を支える重要な施設へアク

セスする路線については、上記除雪区分にかかわらず終日交通確保を図る。 

 

（２）緊急時の確保 

緊急確保路線（異常降雪時に優先的に除雪（終日道路交通確保路線も含む）） 

豪雪対策本部が設置され、更に降雪が続いて全除雪計画路線の交通確保が困難になった

場合に備え、路線の重要度等を勘案のうえ、あらかじめ緊急確保路線を指定し、集中的に交

通確保にあたる。 



 
３ 冬期歩道確保計画 

（１）計画箇所の選定基準 

安全な歩行者空間確保のため、自動車交通の多い通園・通学路、病院、鉄道駅・バスター

ミナル等の公共性の高い施設へ通じる箇所を除雪対象とする。 

（２）雪みち計画 

市町村が中心となって策定した「雪みち計画」に基づき、国が必要な支援施策を実施し、

地方単独事業、地元協力を含め、地域と一体となった効率的な歩行者空間確保に努めること

を目的とする（昭和 63年度創設）。 

令和元年度における「雪みち計画」策定市町村は 30 市町村中、29 市町村である。 

（３）除雪区分 

 
 

４ 除雪機械台数 

（１）除雪機械保有台数 

 

区分 除　　　雪　　　目　　　標

２車線確保
山間部等で一部交通不能が生じ、更に降雪量20～30㎝の降雪が２、３日おきにあるという状況で緊急に２車線を確保

する。

１車線確保
山間部等で一部交通不能が生じ、更に降雪量20～30㎝の降雪が２、３日おきにあるという状況で緊急に１車線を確保

する。

区分 呼称 内　　容 適　用　区　分

Ａ区分 早朝除雪 早朝（通勤、通学時）、昼夜を問わず、必要な時に除雪を行う。
交通量が多く、通学路となっており、道路構造上も除雪が容易

な区間。

Ｂ区分 昼間除雪 昼間の必要な時に除雪を行う。（早朝、夜間は除雪しない） 交通量が多く、道路構造上も除雪が比較的容易な区間。

Ｃ区分 連続降雪後除雪
平常時は昼間除雪とする。連続降雪時には上位水準箇所を優先し、降雪

のおさまった後に除雪を行う。
除雪が必要な一般的な区間。



５ 除雪出動基準 

（１）車道除雪 

作業区分 出　　　動　　　基　　　準

新雪除雪 ・降雪深10㎝を超えた場合。

路面整正
・路面に残雪等があり、放置すると交通困難な状態となるおそれのあるとき。

・連続降雪による圧雪の成長防止や、路面の平坦性を確保する必要のあるとき。

拡幅除雪 ・連続した除雪作業により、路側の雪が大きくせり出し、必要な幅員の確保が困難となり、交通困難を引き起こすと判断されるとき。

運搬排雪 ・拡幅除雪が特に難しい人家連坦部や交差点等で、交通可能な幅員の確保が困難になると判断されるとき。

凍結防止剤散布 ・路面凍結により通行に支障がある場合、または支障になることが予想される場合。
 

（２）歩道除雪 

 

項　目 内　容 備　考

確保すべき状態 長靴、防寒靴で歩行可能。 自転車は対象としない。

除雪幅 1.0ｍ以上を標準とする。

除雪後の残雪深
5㎝以下を標準とし、除雪工法からやむを得ない場合は10㎝以下と

する。

歩道上に圧雪が形成されていて歩行者に支障がない雪面となってい

る場合は、その雪面から5(10)㎝以下とする。

出動基準

歩道上の積雪深が20㎝を上回っている場合を標準とする。

ただし、歩行者の安全確保のため、歩道の利用形態や接続する市町

村道の状況に応じて、柔軟に対応する。

特に、通学路においては、積雪深20㎝超にかかわらず、徒歩通学児

童等の安全確保を図ること。

除雪機械の施工限界を超える恐れがある場合適宜出動する。

出動すべき積雪深は、圧雪が形成されている場合は、圧雪面からの

積雪深とする。


